
グランドフィードスルー取扱説明書

１．かじり防止等のため、ボディ、フォロア、キャップに潤滑剤を塗布しています。潤滑剤を拭き取らないで下さい。
　　締付けトルクが変わってきます。潤滑剤（10ml-ハケ付キャップ）別売しています。
２．各部品には、それぞれ向きがあります。フィードスルーの取付けにあたって、分解する際は、部品の向きを、
　　確認の上、分解下さい。
３．マルチプローブタイプについては、フォロアに、廻り止めの突起があります。　キャップ締付けの際には、突起
    が、ボディの窪みに、嵌合していることを確認の上、キャップを締めて下さい。 尚、セット品については、既に
　　定格トルクで、締付済のものがあります。ご留意下さい。
４．フィードスルーをチャンバーに溶接取付けをする際には、本体からシーラントを取外し、ボディのみ溶接取付けを
　　行い、十分に冷却後、組立を行ってください。
５．下記締付トルクは金属チューブ等で、最大の圧力シールを行う場合です。　電線、ガラスチューブ、その他の締付、
    プローブの長さ調整等が必要な場合は、下記締付トルクは参考として下さい。締付トルクの50%程度から調整下さい。
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シリーズ＆サイズ G L N T V

PF 1/16” 20 18 － 3 －
PF 1/8” 20 18 15 12 15
PF 1/4” 60 60 50 30 50
PF 1/2” 135 190 85 75 85
PF 3/4” 260 300 － 120 85
PF 1" 300 － 400 300

MF 1/8” 40 45 35 30 35
MF,PSF&MSF 1/4” 50 60 40 35 40
MF,PSF&MSF 1/2” 165 190 125 115 125
MF,PSF&MSF 3/4” 260 300 － 150 175
MF,PSF&MSF 1” 400 － 250 350

サイズ L T V

EF 1/4” 55 40 45
EF 1/2” 90 60 65
EF 3/4” 275 75 100

サイズ L N T V

WF 1/8” 45 35 30 35
WF 1/4” 60 40 35 40
WF 1/2” 190 125 115 125
WF 3/4” 300 － 150 175

サイズ T

EFT 1/8” 5
EFT 1/4” 10
EFT 1/2” 30
EFT 3/4” 40
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EFPシリーズ Ｎm（Kg/cm = Nm×10.2）
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MFグランドフィードスルー 組み立てにおける留意点 

 グランドフィードスルーで複数の被覆線貫通シールを行う場合、WFグランドが推奨されますが、
貫通本数が多い等の理由で MFグランドフィードスルーを使用する場合も多々あります。 
この場合、下記に留意して組み立てを行ってください。 

1. シート、フォロアの穴貫通部にバリ等が残っていないか確認し、残っていれば除去する。 

2. 被覆電線を通す前に、シート・シーラント・フォロアの穴位置が相対的に揃っているか目視で確

認し、揃っていなければ位置を揃える。 

3. 被覆電線を通す前に、被覆電線を親指と人差し指でなぞって電線に曲がり癖等が残ってないこと

を確認する。被覆電線に曲がり癖等が残っている場合は真っ直ぐになるように修正する。 

4. 被覆電線をシート・シーラント・フォロアに貫通させながら引っ張る作業を行うが、最初の２、

３本は無理に引っ張ることが無いよう特に注意して、貫通させていく。 

通しにくいときは、①シート・シーラント・フォロア間にそれぞれ 10mm程度の隙間を開けて

通す方法や、②シートに通す→シーラントに通す→フォロアに通すといったように個別に通して

いく方法を試す。 

無理に引っ張って通すと、シート、フォロアの穴のエッジ部分に電線の被覆がひっかかって損傷

し、絶縁不良になる恐れがある。 

5. 締め付けの前に、フォロアのキーがボディのキー溝に正しく挿入されているか確認する。 

6. 被覆電線の種類とグランドフィードスルーの種類によってキャップ締め付けの適正トルク値が異

なるため、弊社の推奨トルク値を参考値として締める（裏面参照。細い電線や実績のない線につ

いては、推奨値の 50%くらいから始め、様子を見ながら増し締めしていく）。 
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